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―障害者の安全・安心な暮らしを支えるまちづくり―

～自治体条例の制定・運用方策―国の制度設計プロセスにみる障害者参加の推進～
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□「障害者の権利に関する条約」批准と制度設計プロセス―障がい者制度改革推進会議と今後の課題
■東京・八王子市の取組み―国の制度化と市条例制定のプロセス、4部会の実践と「合理的な配慮」の事例
□千葉県づくり条例制定・運用―２つの差別対策と差別解消の３つの仕組み、差別解消法施行への対応

【質疑応答】

【質疑応答】

【質疑応答】

「障害者の権利に関する条約」批准を受けた制度設計プロセス
１．障害者権利条約の審議と当事者参画
２．障がい者制度改革に向けた政府の方針
３．障がい者制度改革推進会議の果たした役割
４．制度改革に残された課題

〔千葉県〕障害のある人もない人も共に暮らしやすい社会の実現を目指して
１．障害のある人もない人も共に暮らしやすい千葉県づくり条例の制定
　　（１）条例制定にあたり　　　　 （２）どのような条例か
２．条例で定めた２つの差別
　　（１）不利益取扱い　　　　　　（２）合理的な配慮の欠如
３．差別を解消するための３つの仕組み
　　（１）個別事案解決の仕組み　　（２）誰もが暮らしやすい社会づくりを議論する仕組み
　　（３）障害のある人に優しい取組みを応援する仕組み
４．障害者差別解消法との関係
　　（１）障害者差別解消法では　     （２）差別解消法施行における千葉県の取組み
　　（３）千葉県の条例はどうなるのか

＜東氏プロフィール＞
中央大学法学部卒業。弁護士。2007年より熊本学園大学福祉学部教授。
内閣府「障がい者制度改革推進会議担当室」、「障害者制度改革担当室」
室長を歴任。著著に、「障害者の権利条約でこう変わる」(監修、2007、解放
出版社)、「障害者差別よ、さようなら！－ケーススタディ障がいと人権２」
(分担、2014、生活書院)等。

＜中西氏プロフィール＞
1986年、全国で初めての自立生活センター「ヒューマンケア
協会」を設立し、代表。全国自立生活センター協議会副代表。
DPI(障害者インターナショナル)アジア太平洋ブロック議長、
同日本会議常任委員。障がい者制度改革推進会議総合福祉
部会や障害者サービスに関する国の検討会の委員を歴任。

実効性のある障害者差別解消法の施行と自治体施策　　　　　　　　　　　　　　　
　　　～八王子市の実践現場から―条例制定と行政職員・民間事業者の取組み～
１．障害害者差別禁止条例制定の背景
  （１）2003年の介護保険統合と、障害者サービス削減阻止の戦い　（２）国連の権利条約の原案をESCAPに提出
  （３）2006年に成立、2013年日本条約を批准
  （４）障害者基本法の改正、障害者総合支援法と障害者差別解消法（2017」の制定
２．八王子市の差別解消法の成立までの取組み
  （１）2007年、「八王子障害者の権利を考える会」を設立　　（２）2010年、条例制定を請願
  （３）障害者地域自立支援協議会で条例の推進を決定
３．「障害のある人もない人も共に安心して暮らせる八王子づくり条例」の制定
４．条例と権利擁護推進部会、地域移行・継続支援部会、就労支援部会、子ども部会
５．八王子市の合理的な配慮の事例
６．終わりに
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